
オンラインインターンシッププログラム構築支援業務

成果報告会
[ ]THU2022 13:30-15:003.10

- Welcome -

開始まで、しばらくお待ちください。

・入室されましたら、マイクをミュートにしてお待ちください。
・対話の時間がありますので、カメラはオンでご参加ください。
・お名前を「●●＠企業名」等にしてください。
・ご質問などありましたらチャット欄をご活用ください。

主催：青森県 運営：㈱BOLBOP
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主催：青森県
運営：㈱BOLBOP



13:30-13:40

13:40-14:00

14:00-14:30

14:30-14:55

14:55-15:00
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開会あいさつ

事業報告・調査結果等の紹介

実証参加企業・学生による成果発表

参加企業によるディスカッション

閉会

今日の流れ

５



4

イベント開催にあたってのお願い

・マイクはこちらからお願いする時以外はミュートにしてください。

・カメラは原則オンでご参加ください。

・ブレイクアウトルームに分かれて、参加企業同士話す時間があります。

・集合写真撮影の際も、お顔を出していただけると嬉しいです。

・記録のため、Youtubeのプライベート動画で録画しております。

・お名前を「氏名＠企業名」等にしてください。「例：辻正太＠BOLBOP」

・質問などは、チャット欄をぜひ有効に活用してください。

・終了後、アンケートへのご協力お願いいたします。



事業報告・調査結果等の紹介



◆事業背景と解決の方向性

コロナ禍における採用（就職）活動の制限

企業・学生の接点の減少

インターンシップのオンライン化を軸とした

県内企業の採用活動のデジタル化による接点の確保

オンラインコミュニティ上での母集団形成



◆事業概要

①県内企業を中心としたインターンシップに関する現状調査

②県内・県外学生のインターンシップ参加状況に関する調査

③全国の企業のオンラインインターンシップ先進事例の調査

県内企業3社のご協力をいただき

オンラインインターンシッププログラムを構築

各社２DAYSで実証実施・検証



◆具体的な実施内容

プログラム構築

•大学生と協働しながら、事業者独自の、魅力的なオンラインインターンシッププログラム（１

DAY～３DAY）について検討し、設計まで行う。

•12月から1月上旬にかけて、２～３回のオンラインミーティングを予定。

実証実施

•実際に、就職活動中の学生を募集し、オンラインインターンシッププログラムを実証実施（2月

頃）する。（運営に学生も協力）

•参加学生の募集等についても、学生のアドバイスを受けながら進める。

報告会

•実際にオンラインインターンシッププログラムを実施したうえで、見えてきた成果や可能性、課

題について、県内事業者に共有し、地域全体として採用力の底上げを図る。

このプロセスを通して、各事業者人事担当の大学生との関係性の築き方についても、

アップデートし、今後の採用活動に繋げていただく。また、若手社員の皆様の研修

の場としても活用していただきたい。



企業向けアンケート



◆企業向けアンケートの結果

・貴社では、これまでインターンシップを実施したことがありますか？

75件の回答

■オンライン・対面ともに実施したことがある

■対面はあるが、オンラインは実施したことがない

■インターンシップを実施したことがない

・8割以上がインターンシップを実施している。
・オンラインインターンは9社のみ。（75社中）

54件
（72.0%）

12件
（16.0%）

9件
（12.0%）



◆企業向けアンケートの結果

・オンラインインターンシップの中で取り組んでいることを教えてください

■会社説明 8件
■業界研究 5件
■アイスブレイク 5件
■実際の仕事のシミュレーション体験 4件
■ディスカッション 4件
■参加学生と社員との座談会・交流会 4件
■事業課題の解決 3件
■会社・工場見学（中継または動画） 1件
■チームビルディング 1件
■就活支援 1件

・通常のインターンとそこまで実施内容に大差はない
・中継での会社工場見学は難易度が高い可能性
・体を使うようなチームビルディングは難しい

８件
（22.2%）

4件
（11.1%）

5件
（13.9%）

5件
（13.9%）

4件
（11.1%）

4件
（11.1%）

3件
（8.3%）

1件
（2.8%）

36件の回答



◆企業向けアンケートの結果

・オンラインインターンシップを実施したことにより、どのような効果がありましたか？

■学生が滞在している場所を選ばないため、県外か
らの参加者が増えた 7件

■インターンシップ担当者の負担が軽減された ７件

■画面越しではあるが、学生との心理的な距離を縮
めやすかった 2件

■対面で実施するよりも、申込数が増えた 2件

■学生を現地に集めて開催するよりも、経費を減ら
すことができた 1件

・申込数には増える傾向にある。
・負担は結果的に軽減される可能性がある

7件
（33.3%）

2件
（9.5%）

7件
（33.3%）

2件
（9.5%）

1件
（4.8%）

21件の回答



◆企業向けアンケートの結果

・今後もオンラインインターンシップを実施する予定ですか？

■今後も実施する

■まだわからない

・まだサンプル数が圧倒的に少ないが、8割
近くが、その可能性を感じている

9件の回答

7件
（77.8%）

2件
（22.2%）



◆企業向けアンケートの結果

・オンラインインターンシップを実施していない理由を教えてください。

■実施したいが、業務内容との相性が悪い（オンライン化が難しい） 24件

■実施したいが、具体的な実施方法がわからない 14件

■オンラインインターンシップの存在を知らなかった 7件

■実施したいが対応できる社員がいない 6件

■実施する必要がない ５件

■実施したいがオンライン配信に必要な機材が揃っていない ３件

■オンラインのプログラムは用意しているものの、応募がないため、実施で
きていない ３件14件

（20.3%）

24件
（34.8%）

7件
（10.1%）

2件
（2.9%）

5件
（7.2%）

5件
（7.2%）

1件
（1.4%）

3件
（4.3%）

3件
（4.3%）

2件
（2.9%）

2件
（2.9%）

69件の回答



学生向けアンケート



◆学生向けアンケートの結果

・あなたは、これまでインターンシップに参加したことがありますか？

■オンライン・対面ともに実施したことがある
■オンラインはあるが、対面は参加したことがない
■対面はあるが、オンラインは実施したことがない
■インターンシップを実施したことがない

オンライン経験者

3年生以上 64名

・約半数が、オンラインインターンシップを
経験（オンラインのみという学生も存在
する）

全体 82名

オンライン経験者



◆学生向けアンケートの結果

・インターンシップに申し込む際に何を重視しましたか（複数回答可）

• 企業とのコミュニケーションだけでなく、

同じく就職活動に臨んでいる仲間との交流

を求めている。

• 単なる会社説明や、ちょっとした職場体験

ではなく、実践的な業務へのチャレンジが

できるとよい

• 日数や対面かどうかなどはあまり重要では

なく、プログラムの中身が重要である。



◆学生向けアンケートの結果

・オンラインインターンシップにおいて体験したプログラムの中で、最も満足度が高か
ったものを教えてください。



◆学生向けアンケートの結果

・オンラインインターンシップにおいて企業に求めることがあればご記載ください。

（１）進行や時間配分について （２）プログラムについて

・休憩時間を多めにしてほしい。

・進行をスムーズに行ってほしい。

・回線の影響で聞き取りづらいことがある。

・参加者の当事者意識を高める立ち回りをして

ほしい。

・時間管理を徹底してほしい。

・参加者が複数いる場合は、ルームを分けるな

どの対策をとってほしい。

・自分で実際に手を動かして考えたい。

・フィードバックが欲しい。

・説明を聞かせるだけではなく、対話形式を取り

入れて欲しい。

・企業の方とのコミュニケーションを取る機会を

増やして欲しい。

・数人のグループでの交流会をする機会があれば

緊張がほぐれると思う。



全国の先進事例



◆オンラインインターンシップ先進事例のご紹介

ヤマモリ株式会社（製造業）/ 三重県桑名市（1951年創業）

⚫ 事前に参加者へ食材を送付し、リモート試食会を実現。

⚫ 既存商品を使った新たなアレンジメニュー創作に挑戦。

⚫ バーチャル工場見学等も実施。

企業１

ヤマモリ株式会社
三重県桑名市

1951年

777名

3日間

①開発コース

1日目：ガイダンス、商品企画開発部

の概要説明、企画GW

2日目：開発研究所の概要説明、レト

ルトカレー・めんつゆ開発グループ
ワーク・試食（事前に参加者へ食材
を送付し、リモート試食会を実現)

3日目：バーチャル工場見学、安全衛

生ワーク、振り返り、発表資料作
成、成果発表プレゼン

②営業コース
1日目：ガイダンス、商品企画開発部

概要説明、企画グループワーク

2日目：中部支店の概要説明、営業グ

ループワーク（そうめんつゆを使っ
たアレンジメニュー創作に挑戦）、
営業ロールプレイング（支店長がバ
イヤー役を担当）

3日目：バーチャル工場見学、安全衛

生ワーク、振り返り、発表資料作
成、成果発表プレゼン

ZOOM

人事はサポート役に徹し、営業・開

発に精通した社員が講師を務めるこ

とで深い学びを実現

出典：https://www.mie-u.ac.jp/life/career/item/Introduction_to_Remote_Internships.pdf



◆オンラインインターンシップ先進事例のご紹介

戸田建設株式会社（建設業）/ 東京都中央区（1936年創業）

⚫ ボードゲーム式のグループワークを通して、職場で発生するトラ
ブルの解決に挑戦しながら、様々な職種の社員がどのように関
わり合っているのか等、総合建設業について学ぶ。

⚫ 全チームに必ず社員が一名伴走し、密な関係性を築く。

戸田建設株式会社
東京都中央区

1936年

4,160人

１日間
1dayオンラインワークショップと、1day

オンラインセミナーの２種類を実施／

1dayオンラインワークショップでは、グ

ループワークとしてボードゲームに取り

組む。内容は、職場で発生するトラブル

の解決に挑戦するというもので、ゼネコ

ンの仕事の進め方について学ぶ。／会社

説明、職種説明、社員との座談会は、

ワークショップとセミナーで共通して実

施。

応募者多数の場合は抽選

関係なし

不明

不明

10～30名程度／回

無償

対象は、大学院、大学、高等専門学

校に在学中の方で、学部・学科は不

問

出典：https://www.toda.co.jp/recruit/internship/



◆オンラインインターンシップ先進事例のご紹介

㈱公文教育研究会（教育学習支援業）/ 東京都港区（1958年創業）

⚫ 3日間で実際に市場調査を行い、新規出店に関して提案。

⚫ 出店の先に、どのような生徒を育て、地域にどう根差していくか
まで考え、教室発展計画を立案。

⚫ 社員からの本気のフィードバックあり。 出典：https://www.kumon.ne.jp/job/

企業３

株式会社公文教育研究会

東京都港区

1958年

4,091名(2021年3月時点)

3日間

【３daysインターンシップ】

『成果を生むチーム作り』で地
域に変革を起こせ！

〈3日間のゴール〉

インターンシップ参加者には
Web上で市場調査を行い、新し

い教室の設置を検討

チームで発展計画をまとめ、最
終日にプレゼンテーション
その後、社員によりホンキのFB

を受ける

ZOOM

100名／回

無償

＜プログラムを通じて身につく力＞

3daysインターンシップのキーワードは

「自身とチームの成長」

1．相手と信頼関係を築き、成果を生み

出す力

2．目標達成のために適切なPDCAサイ

クルを運用する力

3．個々の強みを活かしたチームビル

ディング



今回の取組内容について



◆実際のプログラムのご紹介

◆弘果弘前中央青果株式会社（卸売・小売業） / R4年2月18日(金)・24日(木)

『祝！弘果創立50周年 100周年に向けたスローガンを提案せよ！』

◆株式会社マツダアンフィニ青森（卸売・小売業） / R4年2月25日(金)・3月3日(木)

『100年に一度の自動車業界変革期！ 青森の20代に刺さる自動車展示会の

企画を提案せよ！』

◆株式会社福萬組（建設業）/ R4年2月28日(月)・3月4日(金)

『地域の建設業から世界へ！新たなキャリアプランを体感する２DAYS』



◆実際のプログラムのご紹介

◆弘果弘前中央青果株式会社 / R4年2月18日(金)・24日(木)

『祝！弘果創立50周年 100周年に向けたスローガンを提案せよ！』

経営陣はじめ社員の想いに触れながら、あらためて弘果が大切にしたい文化や風土などを理解し、弘

果で働く全ての人の道しるべになるような言葉を紡いで提案する。



インターンシップ概要

弘果 弘前中央青果株式会社

◆テーマ 祝！弘果創立50周年 100周年に向けたスローガンを提案せよ！

◆対象学生 大学生 5名（学年問わず）

◆日程 ①2月18日(金) ②2月24日(木) 9:30-12:00

◆場所 オンライン開催（ZOOMを使用）

◆内容 創立50周年を迎える弘果が、これまで大切にしてきたことを振り返りながら、
100周年を見据えた次の50年を創っていくためのスローガンを検討する。

社長はじめ経営陣の想いに触れながら、あらためて大切にしたい文化や風土など
を理解し、弘果で働く全ての人の道しるべになるような言葉を紡いで提案する。

◆インターンシップ概要



インターンシップ詳細07

時間 流れ 内容

9:30~9:40 オープニング
挨拶

インターンシップの全体像と本日の流れ

9:40~10:00 参加者/事務局 自己紹介 全員で実施

10:00~10:30

【インプット】

弘果について

卸・小売業界の現状について

①弘果について（10:00～10:15）

事業背景について理解をする

②卸・小売業界について（10:15～10:30）

業界の概要と抱えている課題について

10:30~10:40 休憩

10:40~10:50 課題の提示 祝！弘果創立50周年 100周年に向けたスローガンを提案せよ！

10:50~11:50

[インタビュー]

①経営陣orベテラン社員

②営業職

③事務職

インタビュー20分×３本

様々な立場の方に向けて、インタビューをしながら、あらためて弘果が大

切にしたい文化や風土などを理解する。

11:50~12:00 クロージング
次回の予定をお知らせ

宿題の提示

1日目：2月18日（金）9時30分〜12時00分
インターンシップ概要

◆弘果弘前中央青果㈱ インターンシップ詳細



インターンシップ詳細07

時間 流れ 内容

9:30~9:40 オープニング
挨拶

インターンシップの全体像と本日の流れ

9:40~10:50 学生プレゼンテーション
参加学生からの発表＋質疑応答

発表5分＋質疑応答5分、講評

10:50~11:30

【ディスカッション】

100周年に向けて、弘果が果たすべき役割

について

学生と弘果社員が、あらためて次の50年で目指すべき事業づくりや地域づ

くりについて考える

11:30~11:50 チェックアウト インターンシップの感想の共有

11:50~12:00 クロージング 今後のことについて連絡

インターンシップ詳細07
2日目：2月24日（木）9時30分〜12時00分

インターンシップ概要

◆弘果弘前中央青果㈱ インターンシップ詳細



◆実際のプログラムのご紹介

◆株式会社マツダアンフィニ青森 / R4年2月25日(金)・3月3日(木)

『100年に一度の自動車業界変革期！青森の20代に刺さる自動車展示会の企画を提案せよ！』

地域（青森県）や自動車業界を取り巻く現状や、マツダアンフィニ社の強みを再確認し、あらためて

若者に刺さる企画案を提案する。



◆テーマ 100年に一度の自動車業界変革期！

青森の20代に刺さる自動車展示会の企画を提案せよ！

◆対象学生 大学生 ３名（学年問わず）

◆日程 ①2月25日(金) ②3月3日(木) 9:30-12:00

◆場所 オンライン開催（ZOOMを使用）※弊社にてMTGルームを設定します。

◆内容 100年に一度の変革期を迎えている自動車業界において、マツダアンフィニ青森
が果たすべき役割を理解しながら、改めて地域の若者にマツダ車を選んでもらう
ための展示会企画を提案する。

インターンシップ概要

株式会社マツダアンフィニ青森

◆インターンシップ概要



07

時間 流れ 内容

9:30~9:40 オープニング
挨拶

インターンシップの全体像と本日の流れ

9:40~10:00 参加者/事務局 自己紹介 全員で実施

10:00~10:40

【インプット】

マツダアンフィニ青森について

自動車業界の現状について

①マツダアンフィニ青森について（10:00～10:20）

事業背景、取組内容について理解する

②自動車業界について（10:20～10:40）

100年に一度の変革期を迎えている自動車業界の概要と抱えている課題につ

いて理解する

10:40~10:50 休憩

10:50~11:00 課題の提示
100年に一度の自動車業界変革期！

青森の20代に刺さる自動車展示会の企画を提案せよ！

11:00~11:50

[インタビュー]

①経営陣orベテラン社員

②営業職

インタビュー20分×2本

・マツダの文化や強みについて理解するため、経営者や社員へのインタ

ビューを実施する

・これまでの展示会企画等についても詳しくお聞きした上で、オリジナル

の企画を検討する

11:50~12:00 クロージング
次回の予定をお知らせ

宿題の提示

インターンシップ詳細07 インターンシップ詳細07
1日目：2月25日（金）9時30分〜12時00分

◆株式会社マツダアンフィニ青森 インターンシップ詳細



インターンシップ詳細07

時間 流れ 内容

9:30~9:40 オープニング
挨拶

インターンシップの全体像と本日の流れ

9:40~10:50 学生プレゼンテーション
参加学生からの発表＋質疑応答

（発表10分＋質疑応答5分）×３名＋講評10分程度

10:50~11:30

【ディスカッション】

100年に1度の変革期を迎えている自動車産

業において「マツダアンフィニ青森」が果

たすべき役割について

「CASE」など新たな技術が注目されている自動車業界で「㈱マツダアン

フィニ青森」が地域や社会にどのような価値を提供していくかについて、

学生と社員がフラットに対話する

11:30~11:50 チェックアウト インターンシップの感想の共有

11:50~12:00 クロージング 今後のことについて連絡

07 インターンシップ詳細07 インターンシップ詳細07
2日目：3月3日（木）9時30分〜12時00分

インターンシップ概要

◆株式会社マツダアンフィニ青森 インターンシップ詳細



◆実際のプログラムのご紹介

◆株式会社福萬組（建設業）/ R4年2月28日(月)・3月4日(金)

『地域の建設業から世界へ！新たなキャリアプランを体感する２DAYS』

社員へのオンラインインタビューに加えて、事前に企業が作成した動画とリモート中継のハイブリッ

ドでバーチャル現場見学を実施した。2日目にはオーストラリアとも繋いで、現地役員と交流。



インターンシップ概要06

◆テーマ 地域の建設業から世界へ！新たなキャリアプランを体感する２DAYS

◆対象学生 大学生 ３名（学年問わず）

◆日程 ①2月28日(月) 9:30-12:00/13:00-16:00 ②3月4日(金) 9:30-12:00

◆場所 オンライン開催（ZOOMを使用）

◆内容 コロナ禍を経験し、建設業のあり方は日々進化しています。今回はテレワークや
リモートでの現場監督など、これまでとは一味違う新たな建設業の姿を体感して
いただきます。

また副社長がオーストラリアに移住し、グローバル展開を加速する福萬組で築い
ていく、これからの新しいキャリアについてもディスカッションしましょう！

インターンシップ概要

株式会社福萬組

◆インターンシップ概要



時間 流れ 内容

9:30~9:40 オープニング
挨拶

インターンシップの全体像と本日の流れ

9:40~10:00 参加者/事務局 自己紹介 全員で実施

10:00~11:00

【インプット】

㈱福萬組について

建設業界の現状について

①㈱福萬組について（10:00～10:30）

事業背景について理解をする

②建設業界について（10:30～11:00）

業界の概要・変化と抱えている課題等について

11:00~11:10 休憩

11:10~12:00

[インタビュー]

①経営陣orベテラン社員

②若手社員

インタビュー25分×2本

建設業界で築く、それぞれのキャリアプラン等について、インタビュー形

式でぶっちゃけトークしていただく

12:00~13:00 休憩 一旦接続を切って、13時に再接続

13:00~15:00
建設現場リモートツアー

※可能であれば複数の現場

実際の現場をオンラインで繋ぎ、リアルな職場環境を感じていただくとと

もに、リモートで実施する現場監督の仕事等について疑似体験していただ

く。

15:00~16:00 質疑応答・1日の振り返り

07 インターンシップ詳細07 インターンシップ詳細07
1日目：2月28日（金）9時30分〜12時00分/ 13時00分〜16時00分

◆株式会社福萬組 インターンシップ詳細



インターンシップ詳細

時間 流れ 内容

9:30~9:40 オープニング
挨拶

インターンシップの全体像と本日の流れ

9:40~10:30

ディスカッション①

「建設業界でのこれからのキャリアについ

て」

※採用担当者or経営者＆若手社員

学生3名から、それぞれ建設業界や福萬組で築くキャリアについて、現時点

でのありのままの想いを語ってもらい、経営者や社員からフィードバック

を受ける

10:30~10:40 休憩

10:40~11:30

ディスカッション②

「㈱福萬組のグローバル展開とキャリアプ

ランについて」

※副社長＠オーストラリア

オーストラリア在住の副社長とのディスカッションを実施。

これからの福萬組の海外展開の展望等についてお話を聞きつつ、地域の建

設業者で働くメンバーが築いていく「グローバルキャリア」についてディ

スカッションする。

11:30~12:00 チェックアウト/クロージング 2日間の感想を共有し、今後の選考等について連絡する

07 インターンシップ詳細07 インターンシップ詳細07
2日目：3月4日（金）9時30分〜12時00分

◆株式会社福萬組 インターンシップ詳細



◆オンラインインターンシップの構築方法（テンプレートの紹介）

事前

可能であれば、参加者母集団形成のためのオンラインイベント（今回は

時間がなく未実施）テーマは「地域でのキャリア」など。

DAY①

導入→アイスブレイク（自己紹介ワーク）→事業内容＆業界動向に関す

るインプット→課題の提示→社員インタビュー（複数名）→振り返り

DAY②

導入→学生のプレゼンテーション＆フィードバック→ディスカッション

→振り返り→終了

事後：スラック上でコミュニティを作り、振り返り含めやりとりを継続
※Slack（スラック）とはビジネス向けのコミュニケーションチャットツールで、チャット機能や

ファイル管理機能、ビデオ通話機能など、チームでプロジェクト運営する際に有効な機能が備わっている。



実証参加企業・学生による

成果発表



◆参加者による成果発表

企業担当者

高杉さま/ 弘果弘前中央青果株式会社

小山田さま/株式会社マツダアンフィニ青森

小笠原さま/株式会社福萬組

櫻田さん/ 弘果弘前中央青果株式会社

鎌田さん/株式会社マツダアンフィニ青森

小向さん/株式会社福萬組

学生参加者



◆参加者による成果発表

企業担当者より

①よかったこと、難しかったこと、今後可能性を感じていることなど

②チームで運営してみて、社内にどのような変化があったか

オンラインインターンシップを実施してみて



◆参加者による成果発表

学生参加者より

オンラインインターンシップに参加してみて

どのような感想を持ったか。



ディスカッション
「地域企業におけるオンライン

インターンシップの可能性について」



ディスカッション

地域企業におけるオンライン

インターンシップの可能性について

◆ディスカッション

成果報告を聞いての感想の共有

自社ではこんな取り組みができそうだ など

（20分）



アンケートへのご協力を

お願いいたします。

お願い

本日の資料は、後日青森県庁ホームページに掲載します。


